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学校評議員会&学校関係者評価委員会が開かれました！学校評議員会&学校関係者評価委員会が開かれました！
◎ 10月24日(月)に第1回の学校評議員会及び学校関係者評価委員会が開かれまし

た。学校評議員会（学校関係者評価委員会）とは、学校長の推薦により教育長よ

り委嘱された保護者や地域住民などの代表が、学校の教育活動の結果を評価する

こと等を通じて、自己評価の客観性・透明性を高めるとともに、学校・家庭・地

域が学校の現状と課題について共通理解を深めて相互の連携を密にし、学校経営

の改善に生かしていくことを目的として行うものです。今年度より小中同じ委員

で合同で開催するととなり､同日教育長より委員の皆さんへ委嘱状の交付が行われ

ました。審議では一学期末に実施した､学校評価の概要（①教職員による自己評価

②保護者アンケート結果③児童アンケート結果等）が説明され､委員による評価結

果に関する質疑や意見交換がなされました。

今年度学校評議委員及び学校関係者評価委員

に委嘱されたのは下記の皆さんです。

◇ 小学校PTSA会長：藤田元也さん

◇ 中学校PTSA会長：大石政延さん

◇ 大宜味村区長会長：山城清安さん

◇ 大宜味村民生児童委員：大山美佐子さん

◇ 大宜味村民生児童委員：千住美和子さん

※一学期の評価結果の概要については､後日

保護者の皆様にもお知らせします。

大宜味っ子 がんばっています！大宜味っ子 がんばっています！ ※ 黒丸数字(白抜き数字)は学年

☆ 沖縄県児童生徒科学作品展（10/９）佳作：自然観察クラブ.他【屋古のチョウの研究】

☆ 辺土名地区ミニバスケットボール交歓会 （10/15）
男女Ａチーム アベック優勝

☆ 平成28年度 沖縄県統計グラフコンクール
第3部(小学校５～6年生) 銀賞

【高学年の将来の夢】安里満帆❺ 川上 鈴❺

☆ 平成28年度 「ＭＯＡ美術館沖縄県児童生徒作品展」
書写：金賞 我部喜歩子❹ 銅賞 福地美楽惟❹

☆ おおぎみ生物多様性シンポジウム発表 自然観察クラブ.他→
【屋古のチョウの研究】【喜如嘉ターブクの野鳥観察】

５・６年生：小学生写真学習プログラム！
10月24日(月)に公益社団法人日本写真家協会の石井真弓さん【プロ写真家】を

講師に、写真学習プログラムが実施されました。沖縄に取材でいらした石井
さんが大宜味村の自然や文化に感動し声をかけていただ
いて実現しました。5・6年生全員に「レンズ付きフィル
ム＝写るんです」が配られ、撮影の方法を学びました。
子どもたちは自分でテーマを考え、撮影を開始します。
時間の都合上撮影は宿題となりましたが、富士フィルム
さんの協力を得て、全員の代表作がプリントされ、3学
期には鑑賞会&展覧会が開催される予定になっています。

月
の
主
な
学
校
行
事
等
【
予
定
】

１１●

月
１
日(

火)

５
年
生
＝
沖
縄
県
離
島

１１
体
験
交
流
促
進
事
業
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

●

月
４
日(

金)

避
難
訓
練
＝
沖
縄

１１県
広
域
地
震
津
波
避
難
訓
練

(

午
前)

●

月
４
日(

金)

校
内
研
修
・
研
究
授
業(

４
年)

１１※
下
校
時
刻
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

●

月
４
日(

金)

修
学
旅
行
説
明
会(

６
年)

１１
●

月
８
日(

火)

授
業
参
観
日

１１
●

月
９
日(

水)

国
頭
地
区
童
話
お
話
大
会(

名
護
市
大
会)

１１
●

月
９
日(

水)

４
年
生
風
力
発
電
見
学

１１
●

月

日(

土)

ツ
ー
ル
ド
沖
縄
～

１１

１２

●

月

日(

月)

～
給
食
残
量
調
査

１１

１４

●

月

日(

火)

学
校
保
健
委
員
会

１１

１５

講
演
会(

エ
イ
ズ
・
人
権
講
演
会)

●

月

日(

水)

～

日(

金)

沖
縄
県

１１

１６

１８

離
島
体
験
交
流
促
進
事
業
（
５
年
生
：
北
大
東
島
）

●

月

日(

土)

～

日(

日)

国
頭
地
区

１１

１９

２０

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
会(

大
宜
味
小
学
校
会
場.

他)

●

月

日(

日)

国
頭
地
区
中
文
連

１１

２０

●

月

日(

木)

～

日(

金)

１１

２４

２５

修
学
旅
行
（
６
年
生
：
糸
満
市
・
那
覇
市
他
）

●

月

日(

土)

～

日(

日)

沖
縄

１１

２６

２７

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
（
宮
古
島
市
大
会
）

●

月

日(

水)

校
内
研
修
＝
互
見

１１

３０

授
業(

１
年
生
・
６
年
生)

※
通
常
日
課

メルヘンタイムに読み聞かせをしました！
※読書月間ということで、校長も読み聞かせをしています。
その中から・・・先日低学年のメルヘンタイムで大好きな絵本
『おこだでませんように』の読み聞かせをしました。2009年度の
読書感想文全国コンクールの課題図書でもあったので、ご存
じの方も多いと思いますが、作者あとがきにたいへん共感し
ましたので､原文のまま紹介します。私たち大人がひとりでも多くの子ども
たちの心の中にある､祈りのような思いに気づくことができますように！

『おこだでませんように』『おこだでませんように』 あとがきあとがき くすのき しげのり
『おこだでませんように』そう書かれた小さな短冊を見たとき、私は涙が

出そうになりました。短冊を書いた男の子は、いつも怒られているのでしょ
う。この子が、楽しいと思ってしたことや、いいと思ってしたことも、やり
すぎてしまったり、その場にそぐわなかったり、あるいは大人の都合に合わ
ないからと、結果として怒られることになってしまうのかもしれません。
でも、この子はだれよりもよくわかっているのです。自分は怒られてばか

りいるということを。そして、思っているのです。自分が怒られるようなこ
とをしなければ、そこには、きっとお母さんの笑顔があり、ほめてくれる先
生や、仲間に入れてくれる友だちがいるのだと。
そんな思いをもちながら、それをお母さんや先生や友だちに言うのではな

く、七夕さまの短冊に、一文字一文字けんめいに書いた『おこだでませんよ
うに』。この子にとって、それは、まさに天に向けての祈りの言葉なのです。
子どもたちひとりひとりに、その時々でゆれうごく心があります。そして、

どの子の心の中にも、このお話の「ぼく」のような思いがあるのです。どう
か、私たち大人こそが、とらわれのない素直なまなざしをもち、子どもたち
の心の中にある祈りのような思いに気づくことができますように。


